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静しづかにすゝむ時ときの輪わの

軋きしりつたへて幽かすかにも──

白光はかう、小鳥ことりにゆるゝごと

明日あすの香かゆらぐ夢ゆめの浪なみ

薄紫うすむらさきにたゞよひて

白帆しらほ張はりゆく霊れいの舟ふね

円まろらに薫かほる軟そよかぜの

千里ちさとの潮しほの楽がくの音ねと

人ひとが息吹いぶきは力ちからある

いのちの韻しらべ、永久とこしへに

血ちの脈搏みやくはくと大闇おほやみの

沈黙しゞまやぶりて響ひゞくまで──

神しん澄すみわたる雪ゆきの夜よの

聖きよきひと夜よを神秘くしびなる

天あめの摂理せつりと黙示もくしとの

悟さとりうるべく厳おごそかに

書ふみ万巻まんぐわんの廬ろをいでゝ

雪ゆきに清すゞしき頬ほをうたせ

我われ、鶴氅かくしやうのよそほひに

鵝毛がもうみだるゝ玉階たまはしを

木々きゞの白彩しらあやすりぬけて

台だいにのぼれば雲くも霽はるゝ

天そらは金沙きんさの星月夜ほしづきよ

あふけば諸辰しよしん十二宿じゆうにしゆく

銀ぎんの瓔珞やうらくかゞやかに

宝座みくらをめぐる天宮てんきゆうの

霊彩れいさい高たかく、端厳たんごんと

華麗くわれいを尽つくし真無量しんむりやう

善美ぜんびまつたく整とゝのへば

燦爛さんらんとして聖天そらに満みつ

永劫とはの光明ひかりと歓楽よろこびに

頌歌しやうかあふるゝ微妙いみじさと

香華かうげみだるゝ眩まばゆさに

渇仰かつぎやう熱あつく跪ひざまづき

涙なみだのごひてさらにまた

燃もゆる瞳ひとみをめぐらして

闇やみに下界げかいをうかゞへば

広量かうりやう無辺むへん啻たゞ円まろう

包つゝみ繞めぐらす雪絹ゆきぎぬの

無塵むじんの衣ころも、水みづの帯おび

無垢むく清浄しやうじやうのしろ銀がねの

衾ふすま白彩しらあやひきかつぎ

譬たとへば、仏陀ぶつだ、無憂樹むゆうじゆの

栄光はえの花はなふる瑞みづかけに

蘇生浄化そしやうじやうげの果くわをひそめ

いま寂滅じやくめつの落暉ゆふのひを

瑞雲みづぐもくだる白蓮華びやくれんげ

諸天しよてん諸菩薩しよぼさつ比丘びく比丘尼びくに

優婆夷うばい優婆塞うばそくうちめぐる

蓮座れんざにかほる大菩提だいぼだい

拈華微笑ねんげびしやうの尊とうとさに

しばし涅槃ねはんに入いるごとく

いと安やすらかに厳おごそかに

あゝ天あまが下した、天あまぐもの

そぎたつきわみ、畳たゝなほる

青垣山あをがきやまの山脈やまなみの

むか伏ふすかぎり、八百潮やほじほの

潮しほの八百路やほぢの沖津波おきつなみ

辺へにたつかぎり、秀ほつ国くにの

権威ちからと光栄さかえつかさどる

全都ぜんとの偉霊みれい二百万にひやくまん

率こぞつて白日ひるの戦闘たゝかひの

その激甚げきじんと繁雑はんざつに

痛いたみ傷きずつき倦うみ疲つかれ

闇やみにしばらく───白雪しらゆきに

大傘おほがさかざし、深ふかみどり

褪あせず枯かれざる驕慢たかぶりに

白日まひる、天あめの日ひあひしらひ

夕ゆふべ、月つきの輪わ貫つらぬきて

夜天やてんの宿しゆくを支さゝへつゝ

世よの盛衰せいすいをひやゝかに

千歳ちとせの暦こよみひるがえし

神かんさび立てる常盤木ときはぎの

古ふるき匂にほひにたゝずみて

更さらにすかせば眼めに暗くらき

九百九町くひやくくちやうの静しづまりに

柳やなぎやなぎの家いへを守もり

冷つめたう光ひかる大路おほぢの灯ひ

小路かうぢは暗くらし、病人やまうどの

夜よるの恐怖おそれに血ちも冷ひえし

頬ほゝに沁しみ照てる燭しよくの火ひか

小窓こまどを洩もれて青白あをじらう

一点いつてん二点にてんさゆらげる

聴きけば巽たつみに、聖代しやうだいの

新領しんりやうかけて三千里さんぜんり

古海ふるうみめぐる二千里にせんりの

闇やみの日ひの本もと四方よもに見みて

鎮護ちんごまします王城わうじやうの

夜よを警いましむる衛兵えいへいが

番つがふ言葉ことばも震ふるひ帯おび

「休やすめ」「かしこし」「寒さむし」「いざ」

「さらば」の声こえの時折ときをりに

さては安寧たいらと平和やはらぎに

市いちの夢ゆめ守護もる町々まち〳〵の

巡羅じゆんらが警杖つゑもねぶたげに

ひゞく地心ちしんの骨ほね凝こほり

かくていよ〳〵更ふけゆけば

遥はるか水みづ澄すむ大川おほかはの

魚氷うをひにのぼる勢いきほひも

夜よるの大気たいきの寒冷かんれいに

輪波りんぱ耳みゝうちひゞくほか───

大地たいち静しづかにふしまろび

一夜いちやのなかに蘇よみかへる

生存せいぞんの気きと活動くわつどうの

大だいなる力ちから、憧憬あこがれと

希望けもうの熱情こゝろ、満みち足たろふ

夢ゆめに斎いつかせ、天あめひゞく

高たかき呼吸こきうと響音きやうをんと

進歌しんかの律呂りつりよ譜ふと納をさめ

啻たゞ閴げきとして眠ねむるかな




下




誇ほこる可べきかな常闇とこやみに

長ながき沈黙しゞまを圧あつしたる

権力ちからを驕おごるほゝゑみに

いまはた、呼吸いきに世よを甦生かへす

巨人きよじんのごともうなづきて

我われ、鐘楼しやうろうによぢのぼり

夜よは余あまりありとく醒さめよ

全都ぜんとの霊れいよ、活動くわつどうの

一指いつしに天そらを覆くつがへす

威勢いきほひしめせと大撞木だいしゆもく

闇やみにひと振ふり、渾心こんしんの

力ちからをこめて鐘かね撞くや

響ひゞき殷々いん〳〵、澄すみわたる

大気たいき揺ゆるがし乱みだるれば

鳥とりは驚おどろき友ともをよび

緑天蓋みどりてんがいゆるがして

百千もゝちに乱みだれ、白銀しらがねの

箙えびら背せに負おふ神将しんしやうが

引ひき番つがへ射ゐる千束矢ちづかやの

白羽しらはのごとく光ひかり射さし

紫雲しうん揺曳たなびく九重こゝのへの

大宮おほみやめぐり鳴なきかはし

靄もやの御幕みとばりひきかゝげ

東ひがしをさせば天津宮あまつみや

闇やみの夢戸ゆめどを押おしひらき

いま日ひの神かみのいでましに

光ひかり白駒しろこま、飛とびぐるま

万よろづの栄光さかえ、千々ちゞの彩あや

百もゝの照姫てるひめ従したがへて

白銀しろがねの輪わの小軋こぎしりに

雲くもは彩あや湧わく時ときをのせ

まづ仄白ほのしろむ東雲しのゝめを

天そらに薄うするゝ星ほしくづの

光ひかりの権者ごんじや、霊れい清きよく

地ちに蘇よみがへる響音きやうおんの

幽かすかに更さらにひそやかに

力ちからこもりぬ、ほの〴〵と

朝明あさけの霧きりに動ゆるぎつゝ

九百九町くひやくくちやうはやはらかに

醒さむるよ。嘗かつて夜よを高たかみ

天あめゆくだせし洗礼せんれいの

雪ゆきに五濁ごぢよくをそゝげばか

六根ろくこん清きよく晶あきらかに

離垢りくの法土ほうどを現げんずるよ

されば朝あさの気き朝あさの声こえ

清きよくすゞしく爽さはやかに

水みづに輪りんうち波はをつたへ

山やまの皷膜こまくにひゞくかな

それ日ひの本もとは神かんながら

神かんづまります古国ふるぐにの

秀真ほづまの国くにの朝あさぎよめ

四方しほう清すゞしき宮霧みやきりに

烏帽子えぼし、水干すゐかん白彩しらあやの

禰宜ねぎが拍手かしはで、寒祝詞かんのりと

朗ほがらに澄すむや神殿しんでんの

大気たいき森しんたり朝神楽あさかぐら

はや鼕々とう〳〵とうちいづる

時ときに聖ひじりは先覚せんかくの

慈眼じがんめぐらし数珠じゆず操くりて

うつや鉦皷しやうこの律りつ幽ゆうに

霧きりにむせびて三宝さんぼうの

清きよきほこりは雲くもに入いり

澄すみて菩提ぼだいをさそふべう

伽藍がらんの朝あさは磬けいの音ねに

はた鐘かねの音ねにおのづから

清すゞし浄土じやうどのかしこさを

涙なみだにあふぐ市いちびとが

耳みゝをよぎりてあきなひの

声こえはなやかに、辻々つじ〳〵の

車くるまの軋きしり、鈴すゞの音おと

足駄あしだ、華靴はなぐつ、雪ゆきに鳴なり

繁しげく急忙せわしくなりゆけば

いまか市場いちばは武蔵野むさしのの

果実このみ、青物あをもの、北国ほつこくの

紅あけは林檎りんごに、極熱きよくねつの

禾木くわぼく、花はなぐさ、花はなたまき

彩あやに人ひとよぶ賑にぎわひに

美うつくし子こらは入いりみだれ

朝あさ眼めすゞしく惑まどふらむ

さては魚河岸うをがし舟ふねつくや

江戸えどは勇健いさみの肌はだの彩あや

美うつくし脛すねに手てに活いきむ

魚うをの幾千いくせん溌溂はつらつと

銀ぎんの鱗うろこをひそらかし

海うみの新香にひかを飛とばすらむ

こなた森もりなる学堂がくどうの

雪ゆきの門守かどもり、ねそびれし

寝惚ねぼけがほなる笑止せうしさに

閂かんぬきぬけば夏海なつうみの

潮うしほのごとくひたよせて

乱みだれ入いる子この後うしろかげ

幸さちと希望けもうに光ひかる見みよ

と見みる真紅しんくは朝あさぞらの

雲くもを彩いろどり譜ふをそめて

霧きりにながるゝ美うつくしさ

時ときいま、百ひやくの工場こうぢやうに

軋轆れきろくの音おとうまるれば

黒煙けむりのぼるよ笛ふえ鳴なるよ

朝あさはいよ〳〵新あたらしく

生存いきの力ちからをどよもして

霧きり晴はれゆけば遠海とほうみの

朝あさの青あをはや、眉まゆせまる

秩父ちゝぶ遠山とほやま、筑波山つくばやま

富士ふじ、白雪しらゆきの冠かんむりに

玲瓏れいらうとして玉たまのごと

朝あさに臨のぞむよ。この都みやこ

あはれ不滅ふめつの精力せいりよくに

歓喜よろこびあれよ幸さちあれよ

驕盛たかぶりあれよ光栄はえあれよ

いま悠々ゆう〳〵と高照たかひかり

驕慢きやうまん栄はゆる天日てんじつは

時ときの白駒しらこま駆かりすゝめ

白銀しろがねの鞭むち、金きんの馬具ばぐ

輪車りんしや軋きしらす光道かうどうの

十方じつほうかけて煌々かう〳〵と

投なぐる金きんの矢や銀ぎんの矢やに

赫奕かくやくとして照てりかへす

朝あさの光ひかりに新あらたまる

都みやこの声こえよ。戞然かつぜんと

いま噪然さうぜんと囂然がうぜんと

あら蘇よみがへる活動くわつどうの

力ちから、火ひとなり熱ねつとなり

電力でんりよくとなり、生類しやうるいの

血ちとなり燃もゆる肉にくとなり

茲こゝに全都ぜんとの繁栄はんえいと

高たかき権威ちからを永久とこしへに

人ひとを円満まどかにすゝむると

千万せんまんの声こえ雑然ざつぜんと

遂つひに溢あふれて漲みなぎりて

天部てんぶ貫つらぬく激はげしさに

あゝ地ちに匍匐はへる六尺ろくしやくの

短躯たんくにひそむ精力せいりよくの

偉大いだい不滅ふめつをまさに見みる

高台こうだいの朝あさ、樹下じゆかの人ひと

あゝ讃嘆さんたんと青春せいしゆんの

感涙かんるいせちにうちむせぶかな
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